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No. 32 (1987) 

を用いることにした。しかし，照射試料作成時における試薬などからの“現代炭素”の混入は，

年代測定に大きな影響を与える。そこで今回，炭酸ガスを非品質炭素に還元する時に用いる金属

マグネシウムについて，その中に不純物として混入している炭素の定量を試みたので報告した。

照射は理化学研究所のサイクロトロンを使用し， i2c(d, n)1aN反応によって生成する 1aNを

測定して Cの濃度を求めた。最低 5ppmから最高 1400ppmまで不純物炭素を含むマグネシウ

ムが確認された。
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2必Cf の 崩 壊

間柄正明ヘ篠原伸夫＊，臼田重和＊，市川進ーへ鈴木敏夫ヘ岡下宏＊，

古川英樹，岩田洋世料，堀口隆良料，紫田誠一＊料，藤原一郎料＊＊

〔第30回放射化学討論会（1986年10月，仙台）で発表〕

245Cfは， α及びEC壊変し，その半減期（43.6分〉， α線のエネルギー（7.137, 7. 084, 7. 036, 

6. 983, 6. 886 MeV）及び α／EC分岐比（α～30%EC～70%）に関するデータが報告されてい

るが，各 α線の強度比についてのデータはなく，さらに α／EC分岐比の精度は悪し、。そこで，

245Cfの壊変特性を調べる目的で2asuに12cを照射して 245Cfを合成した。照射後，イオン交換法

による Cfの化学分離を行ない原子番号を決定した。さらに，質量数を決定するため， 245Cfに由

来すると考えられる α線の入射エネルギー依存性と， 2H,246Cfの入射エネルギー依存性を測定し

両者を比較した。

245Cfの壊変特性のうち，各 α線の強度比については表面障壁型半導体検出器を用いて測定し

た。 α／EC分岐比は， 245CfのEC壊変後の娘核種である 24sBkのr線測定による定量値と， 24scf

の α線放出量とを比較する事により決定した。
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